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コ リ ュ ド ン  
ー『牧歌』訳注第二歌－  
野 村 圭 介  
Bucolikon『牧歌』第一歌が対話体であるのに対して，羊飼いコリュドンの  
るる 美少年アレクシスへの甲斐ない思いを績々と綴った第二歌は，73行からなる独  
白体の詩である。『牧歌』10篇の中で，′最も古いものとされ，紀元前43もしく  
は42年の制作と推定される。テーマとなった「報われぬ恋，不幸な愛」 
ウェルギリウスが生涯をかけて追求した主題の一つであり，『牧歌』に限って  
も，第六，八，十歌で詩人はくり返しこれを扱うこととなる。最も初期のもの  
とされているにもかかわらず，第二歌はすでに高い完成度を備えた見事な作品  
である。冒頭の一行目から最終行まで，いささかの渋滞もなく，十分に練られ  
た充実した詩句が続く。南欧の夏を舞台に，ボードレール風に言えば，色と匂  
いと音がコレスボンダンスした美しい一篇である。なお，この第二歌はテオク  
リトス，とりわけEz∂u人ス‘α『エイデエッリア』第三および第十一歌に負う  
所が極めて多く，その主なるものは適宜注で言及したい。ラテン語本文は，  
E．deSaint－Denis編の通称Bude版に依拠した。  
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FoRMOSVMpaStOrCorydonardebatAlexim，  
deliciasdomini二neCquidsper・arethabebat．  
Tantuminterdensas，umbrosa cacumina，fagos   
adsidue unciebat；ibihaccinconditasolus   
montibus et siluis studioiactabatinani：  
美しいアレクシスに，羊飼いコリュドンは無我夢中だった。  
とはいえ相手は御主人のお気に入り，－・・一繚の望みとてなかった。  
しげしげと鬱蒼と空を覆ったブナの茂みに足を運び，  
ぼつねんと山と森に向い，甲斐なくも思いをこめて，  
らちもなく声をはり上げるのであった。  
く（O crudelis Alexi，nihilmeacarminacuras？   
nilnostrimiserere？morime deniquecoges．  
Nuncetiam pecudesumbrasetfrigoracaptant；  
nuncuiridisetiamocculantsplnetalacertos，  
Thestylisetrapido fessismessoribusaestu  
aliaserpu11umqueherbascontunditolentis．  
Atmecum raucis，tua dum uestiglalustro，  
sole sub ardentiresonant arbusta cicadis．   
Nonne fuit satius tristis Amaryllidis iras 
Atquesuperbapatifastidia？nonneMenalcan，  
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コリュドン   
quamuisille niger，quamuis tu candidusesses？  
Oformosepuer，nimium necredecolori！  
Albaligustracadunt，uaCeinia nlgraleguntur．  
Despectustibisum，neC quisim quaeris，Alexi、  
quam diues pecoris，niuclquamlactisabundans．  
Mi11e meaeSieulis errantin montibus agenae：   
1ac mihinon aestate nouom．non frigoredefit．  
Canto，quaeSOIitus，Siquandoarmenta uocabat，  
Amphion Dircaeusin Actaeo Aracyntho．  
Necsum adeoinformis：nuPermeinlitore uidi，  
Cum Plaeidum uentisstaretmare：nOnegODaphnim．  
】iudicete，metuam，Sinumquam fallitimago．  
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ああ，つれないアレクシス，僕の歌など耳にも留まらないか？  
哀れな奴だと思わないか？ ついには僕に死ねと言うのか。  
今この時，家畜の群は涼しい木陰を求め，  
緑色のトカゲも茨の茂みに身を潜めている。  
テステユリスは，炎暑にへばった刈り手たちのために．  
臭いニンニクヤクイムをつき砕いている。  
もと だけど僕は君の足跡を求めてさまよい，燃・える太陽の下  
僕の歌に和して，蝉のしわがれ声が木々にひびき渡る。  
アマリリスの滴増や高慢ちきを我慢したほうが   
まだましだったか？ それともメナルカスのほうが？  
色は彼は黒く，君は白いけれど。   
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ああ美しい千よ，色白をあまり当てにするな！  
白いイボタの花は散り，黒いヒアシンスの花は人に摘まれる。  
アレクシス，君は僕を馬鹿にして，僕がどんな人間か，  
どれ程たくさん家畜を飼っているか，  
雪のように白い乳がたっぷりあるか尋ねもしない。  
さ主よ 僕の・下の子羊はシチリアの山の中を彷捏い，  
夏も冬も新鮮なミルクに事欠くことはない。  
僕は歌も歌える。かつてデイルケのアムピオンが，  
や重なカ・  
アラキュントスの山中で，羊たちを呼びながらいつも歌ったように。  
それに僕はそんなに醜くはない，このあいだ風が止んで海が凪いだ時  
水辺で自分を映してみたが。いや僕は君を行司にして  
ダブニスとはりあってもいい，もしその水鏡が本当なら。   
（くO tantumlibcat mecum tibisordida rura   
atque humilis habitare casas，et figereceruOS  
haedorumquegregem uiridicompellerehibisco！  30  
Mecum unain siluisimitabere Pana canendo．   
Pan prlmuSCalamos ceraconiungerepluris  
instituit；Pancuratouisouiumquemagistros．  
Nectepaeniteatcalamo triuisselabellum：  
haeceadem utsciret．quidnon faciebatAmyntas？  35  
Estmihidisparibus septem compactacicutis  
fistula，Damoetasdonomihiquamdeditolim，  
et dixit，mOriens：（（Te nunc habetista seeundum．〉〉  
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DixitDamoetas；illuiditstultus Amyntas．  
Praetereaduo，nCCtutamihiualle reper’ti，  
capreoli，SParSisetiamnunc pe11ibusalbo：  
binadiesiceantouis ubera；quOStibiseru0．  
Iam pridem ameillosabducereThestylisorat；  
etfaciet，ql10niamsordenttibimuneranostra．  
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ああ，もし君が，僕と田舎の  
つましい′ト犀に宿り，鹿を射たり，  
子山羊たちを緑の葵のムチで追ったりできれば！  
僕と共に森で，パーンさながら君は歌を歌うだろう。  
葦を蝋でつなぎ初めて笛を作ったのがバーン。  
パーンこそ羊や羊飼いたちの守り神。  
君は葦で唇をすりむいたとて悔むことはない，  
これを覚えるのに，アミュンタスは何を厭ったろうか？  
僕は長さの違う七本の葦で出来た笛を持っている。  
昔ダモエタスが僕にくれたものだ。今生の別れに  
こんな風に言いながら，「次は君が持主だ」  
ダモユタスはそう言ったが，アミュンタスの馬鹿は羨んだものさ。  
僕はそれに，危ない谷で見つけた二頭の子鹿を飼っている。  
背中にはまだ白い斑点が残っているが，彼らは毎日  
羊の二つの乳房をすっかり空にする。これも君のものだ。  
随分と前からテステエリスが欲しいとせがんでいるが，  
多分そうなるだろう。君には僕の贈物が気に入らないのだから。   
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（（Huc adcs，O formose puer：tibililiaplenis  
ecee feruntNymphaccalathis；tibicandidaNais，  
pallentis uiolas etsumma papauera carpens、  
narcissum et florcmiungitbene olentis anethi：  
tum．casia atque aliisinLcxens suauibushcrbis，  
mollialuteolaplngltuaCCiniacalta．  5O  
Ipsecgocanalcgam teneralanuglne mala，  
CaStaneaSquenuCeS，mCaqUaS Amaryllisamabat：  
addamcerea pruna；honoscrithuic quoquepomo；  
etuos，01auri，CarPam．ette，PrOXima myrte，   
Sicositae quoniam suauis miscetis odores．  55   
ここへおいで，おお美しい子よ。ほら君のためにニンフたちが，  
篭いっぱいの■百合を遇んでくる。君のために美しいナイアードが，  
‾†みれIIし  
うす紫の聾と常葉の花を摘み，  
ういきよう  
水仙と香り高い商香の花をそえる。  
そして，マヨラナや甘い香りの草々を組合せ，  
き人せん やさしいヒアシンスを黄色い金蓋花で引き立てる。  
■＼j，l† 僕自らは白い産毛のマルメロを集めよう。  
それに僕のアマリリスが好きだった粟の笑も。  
■rl．も 蝋のような李も加えよう，それはこの実にとっても名誉なことだ。  
そして月桂樹，お前の葉も摘もう，お隣の天人花もだ，  
お前たちはそうして甘実な匂いをまぜ合わせることだろう。  
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（（Rusticuses，Corydon：neC muneraCuratAlexis，  
nec，Simuneribus certes，COnCedatIollas．   
Eheu！quid uoluimiseromihi？FloribusAustrum   
perditusetliquidisimmisifontibus apros．  
Quem fugis，a！demens？Habitaruntdiquoquesiluas，  
Dardaniusquc Paris．Pallasquascondiditarcis  
IPSaCOlat；nObisplaceantanteominiasiluae．  
Torualeaenalupumsequitur，1upusIPSeCaPellam；  
florentemcytisumsequiturlasciuacapella，  
teCorydon，OAlexi：trahitsuaquemqueuoluptas．  
Aspice，aratralugOreferuntsuspensaiuuenei，．  
etsoIcrescentisdecendensduplicatumbras；  
metamen urit amor；quis enim modus adsitamori？  
60  
コリュドン，お前は肘舎者だ。アレクシスは贈物などに興味はない。  
それに例え贈物で競っても，イオラスにかなうわけはない。  
ああ哀れな奴！いったい何を考えているのか？  
正気を失った僕は，花々に熱風を澄んだ泉に猪を送りこんでしまった。  
愚か者よ，どうして僕を避けるのか？  
神々も，トロイアのパリスも，森に住んでいた。  
パラスは自分で築いた城に一人住めばいい。僕には森ほど素敵なところはない。  
恐ろしい獅子は狼を追い，狼は山羊を追いかける。  
うよこやし  
やんちゃな山羊は花をつけた首荷を，そして君，アレクシスを  
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コリュドンは追う。誰だって自分の好きなものを追い求めるのだ。  
すきく【／き ごらん，・乍は饗を蛎に掛けて家路につき，  
沈み行く太陽は，影を二倍の良さに伸ばす。  
でも恋の炎は僕の身を焦がす。一体いつこの思いは止むのか？  
（（A！Corydon，Corydon，quaetedementiacepit？  
Semiputatatibifrondosa uitisin ulmoest．  
Quin Lu aliquidsaltem potius，quOrumindigetusus，  
uinimibus mollique parasdetexereiunco？  
Inuenies alium，Sitc hic fastidit，Alexim．＞〉  
7〔〉   
ああ，コリュドン，コリュドン，何という狂気にお前はとりつかれたのか。  
にれ  
お前の葡萄は半ば刈られたまま，菓の繁った徐に巻きついている。  
なぜ甲斐あることをしないのか，柳の枝や  
しなやかな葦で何か編もうとしないのか？  
アレクシスがお前を馬鹿にするなら，お前は別のアレクシスを見つけるだろう。  
注  
1～5（行目）：第二歌ほ，コリュドンのアレクシスヘの愛を客観的な立場から  
簡潔に状況説明する1－5行の序の部分と，以下6行目から最終の73行目まで  
続くコリュドンの独白との二部から構戊される。  
1FormosumpastorCorydonardebatAlexim：努頭一筋のテーマをずばりと提   
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示する。近代語風の語順に直せば，CorydonpastorardebatformosumAlexim  
とでもなろうが，これでは同様の意味を伝えながら，アレクシスの本質に係る  
「美」formosumとコリュドンの本質に係る「（平凡な）羊飼い」pastorを最  
初の二語に並置した原文に比べ，その力，表現力，緊密，緊張度において歴然  
とした差がある。十全な屈折語故の語順の自由というラテン語の特質を存分に  
発揮した見事な冒頭の一行である。Colemanはこんな風に言う，Theline  
iilustrates the expressive possibilities of word order in a language where the 
inflections suffice to determine grammaticalrelationships．The juxtaposition  
jbrmosum pastor sets the essentialantithesis between thelover whois not  
handsomeandthemalebelovedwhoisnotashepherd．1   
またF．Plessic etP．LejayはFbrnwsumPastorをrapprochementsignificatif  
と言い，このantitheseが全篇の基底をなすとする。2   
Corydon：ギリシャ語でKOPU∂6g（koryd6s）は「ヒバリ」の意。この第二歌  
で熱情のあまりほとんど支離滅裂な歌を歌うコリュドンは，面白いことに第七  
歌では，テユルシスを相手に歌合戦を行い見事にその勝利者となる。Perret  
の注釈を引けば，Corydonestunnompastoral；ilestattribuedansTHCR，4  
（テオクリストス『エイデエッリア』Ⅳ），えunpaysanbonasseetnaif，dans  
THCR，5，6，えunrustremaladroit．DansB7（『牧歌』Ⅶ），Vg（ウェリギリウ  
ス）feradeCorydonlemaftredelaplushautepoesie．LeC．（コリュドン）de  
B2 est coneu plut6t al’image de ses homonymes grecs．Le nom d’Alexis   
napparait pas chezles Bucoliqnes grecs；C’est un nom citadin quivient sans  
douteえVgd・unepiecedeMeleagre．3   
ardebat：ardenteramabat，aimaiteperdument．  
2 domini：57行目の豊裕なIollasを指すのであろう。また彼はコリュドン，  
アレクシス両者の主人ではなく，アレクシスのみの主人と解するべきだろう。  
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necquidsperarethabebat：Forbigerはquidとquodのニュアンスの相違をこ  
んな風に説明する，nOnhabebat quidsPermLi．e．omniaeicircumspicienti  
nusquamapparebatullaspes，ertmiSStenicht，WaSeretWahq旗nsollte，対して  
nonhabebatid，quOdspenret，i．e．nullaeieratspes，erhatteKeine柳ung．4同  
様の事情をPlessisetLejayはsimplenuance，会vraidireと断りながら，quid  
の場合を≪iln，avaitpasraisond，esperer≫と訳し，quOdなら《iln，avaitrien  
aesp色rer≫となろうと言う。5  
3 dens＆S，umbrosaeacumina，鈷gD5：umbrosacacuminaはdensasfagosの同格。  
語順に注意，densasとfagosの間に同格のumbrosacacuminaが割って入って  
いるのが面白い。同じブナの木fagusを扱いながら『牧歌』Ⅰでは，Tityre，  
tupatulaerect］banssllbtegminefagi「ティテユ）L，ス，君は枝を拡げたブナの木  
陰に身を横たえ」とある様に，主人公は閑暇を満喫しながらブナの木陰にねそ  
べり，のんびりと葦笛を吹いている。一方第二歌のコリュドンは，熱い思いに  
心も乱れ，足繁くブナ林を訪れては，茫然と立ちつくしたまま，思いのたけを  
歌に託してわめき立てる。もちろん詩人の意図するところであったであろう，  
この対照の妙が実に興味深い。昼なお暗きブナの森，我国においても昔から  
「恋は閤」と言うではないか。恋は盲目，恋の闇，恋路の閣。  
4 ueniebat：1～5行目の序においては，ardebat，habebat，Venibat，  
iactabatと，過去の継続，反復，習慣を示して，動詞がすべて未完了過去に置  
かれている。   
incondita：id estincomposita，Subito dicta，agreStia；61e desordre dela  
passion，maisaussil・absenced，artquisiedえunberger．7  
5 montibusetsilvis：場所を示す奪格ではなくて与格，すなわち「山と森に  
向って」。アレクシスを相手にではなく，山や森を相手に思いのたけをぶちま  
けざるを得ないのが，いささか物哀れでも滑稽でもある。  
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Studioiactahatinani：jactabaEetstudioinanisontdeuxexpressionsquise font   
Valoir et se completentl’unel’autre，jacEare verba signifiantIaisser echapper  
avecrapititedesparolesquiseperdentdansleuremportement・8  
6 0crudelis：mOtif traditionneldela serenade amourcuse；mais d’ordinaire   
l’objet aime peut entendre；eticile chanteur n．a pasle moindrc souvenir   
COmmun，1a pluslegere faveur Å rappeler．Alexis，Selon toute apparence，  
ignoreratoujoursjusqu・al，existencedeCorydon． 9  
7 nostrimiserere：デポネント動詞（形式所相動詞もしくは能動欠如動詞）  
misereorは一般に属格をとる。例misereminifami1iae．iudices，miseremini．．．  
patris（キケロ）；1ugurthaefortunarummiseri（サ）L／スト）   
denique：fina11y，in theend；en findecompte，finalement   
coges：COgO，g作，COggi，COαC古体例のもちろん未来形，現在形co由sを取るテキ  
ストもある。10テオクリストスにはこうある。，血∂reα♂βα∠〝£汀0叩ど9  
（Apagxasthaimepoescis）「お前は私に首をくくれと言うのか」rエイデエツリ  
ア』Ⅲ，9  
8～13：この6行に描かれた炎暑の午後のピトレスクな光景はきわめて魅力的  
である一木陰を求める羊や牛，茨のしげみに身を隠す緑色のトカゲ，暑さに  
へばった刈り手たち，食事の準備を始めた女，蝉の声。色と匂いと音が相照応  
する，猛暑の昼下りを生き生きと描いたこの6行は，ウェルギリウスのなかで  
私（訳注者）が最も引きつけられる詩句の一つである。なおこのくだりは一種  
の対句構造になった2行の詩句を3つ組み合わせて成り立っている。すなわち  
家畜とトカゲの8，9行，刈り手と女の10，11行，コリュドンと蝉の12，13行。  
8 Nuncetiampecudesumbrasetfrigoracaptant：第一歌（51～2）には，hic  
interfluminanotaetfontissacrosfriguscaptabisopacum．「君はこの慣れ親し  
んだ川の流れと聖なる泉に，涼しい木陰を求めることだろう」。CaPtOはcapio  
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のverbefrequentatif（反復相動詞）。umbrasetfrigoraはumbrasfrigidasの  
hendyadis（一つの表現を2つの要素に分解する修辞法）。  
9 nunc uiridis etiam occultant spinetalacertos：血壷α∂ヰKαE oαUPO9iLl  
αZfLαqEalq＝αee6∂eE（hanikadきkaisaタroscnhaimasiaisikatheydei）「今この  
時，トカゲも石の壁の小で眠っている」『エイデエツリアj Ⅶ，22。テオクリ  
ストスが単にトカゲと言ったところを，ウェルギリウスは自身の観察に基づく  
「緑色の」という形谷詞を冠し，－一段と情景を絵画的に優美なものにしている。  
8～13の6行の対句的構造については先に少し触れたが，とりわけnunc  
etiam（8），nunCViridisetiam（9）と同語を反復して（まったくの同一を避  
けて9行目は1′iridisと間にはさんだところが，少し変化をもたらし，心にく  
い）始まるこの何行は，涼しい木陰を求める家畜と茨の茂みに身を隠す緑色の  
トカゲを並置した，まことに精妙にも美しい対句となっている。一寸と杜甫の  
対句を思わせるではないか。   
10 Thestylis：Thestylis，SerVante de fcrme，PreparCle nmEum，metS COmpOSe   
d’ail．de fromage．de vinaigne，d’huile，que mangeaientlesgens du pcuple，etqui  
reveillel・appetit engourdipar une chaleur devorante，1L moretumを0．L．D．  
（OxfordI．atin Dictionary）はadish madewithcheeseandpounded herbsと説  
明している。   
rapido．．．aestu：激しい暑さで。形容詞rapidusは「引き裂く，ちぎる，奪  
う」といった意を本義とする動詞rapioに由来する。1achaleurviolente＝qui  
rapit，quis，emparedetoutcomme d－uneproie．12  
11alia serpul1umque herbas conturLdit olentis：alia と serpu11um は herbas  
olentisの同格。Se7Pullum（alsoっ′l・，・iL－）：Any sort of thyme，eSp．the wild，  
creepingkinds．（0．L．D．）olenlisはここでは良い香りbencoIcntisではなく，む  
しろ臭い，匂いの強烈なgraviterolentis13ということ。CollectionLatomusの   
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L．Hermann訳が参考になる。すなわち，Thestylisbroiel’ailetleserpolet，CeS  
plantesauxfortessenteurs．14なお10－11行目に措かれた光景は，我が最愛の  
画家ニコラ・プサンの晩年の傑作，ルーヴル美術館所蔵の連作『四季』の中の  
，麦の刈り入れを措いた「夏」を思い起こさせるものがある（図版参照）。  
12～13 At mecum raucis，tua dum uestigialustro，SOle subardentiresonant  
arbustacicadis：語順をわかり易く変えれば，Atdumlustrotuavestigiasub  
soleardenti，arbustaresonantmecumrauciscicadis．とでもなろうか。Forbiger  
によればvestigialus加とはすなわちobservodiligenteretsequor，またmecum  
resonantarbustacicadisはcicadisstridentibusetmesimulcantante．15いくつか  
代表的な訳をあげれば，ButasIscanyourfootprints，thecopsesunderthe  
burningsunringwithshri11cicala，svoicealongwithmine．16Maismoi，r6dant  
Surla tTaCe de tes pas，SOuSle soieilardent，je fais，aVeCles rauqnes cigales，  
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resonnerlesvergers．17Maistandisquejesuistestracessouslebralantsoleil，  
de mon chant resonnentles arbustes en meme temps que du bruitdes rauqnes  
cigales！18有名なヴァレリー訳は，Maismoi，SOuSlesoleilardent，quipasえpas  
tesuis，melantmavoixauconcertdescigales．19Ioinveceinsegnoletuetracce：  
daifilari，SOttOilsoleardente，rauChecicalerispondonoalmiocanto．20しかし  
刑βC祝刑を「歌う私」とするのではなく，単に，一人孤独にさまよう私に，と  
解釈するものもある。ButI，While vineyards ringwith the cicadas’scream，  
retraceyoursteps，alone，beneaththebumingsun21．レクラム版では，Doch  
unter g沌hender Sonne，da deinen Spurenich folge，Shrillt aus denB仏Shen紬r  
mich das rauhe Gezirp der Zikade.22 Ma mentre segno le tue tracce ml 
accompagnadagliarbustisottoilsoleroventeilcantodellerauchecicale・ 23  
12 raucIs：ウェ）L／ギリウス好みのしわがれ声，かすれ声。第一歌にはraucae，  
tuacura，palumbes「君の好きな，しゃがれ声のジュズカケバト」とあった。  
ここでは「しわがれ声の蝉」だが『農耕詩』ではcantu querulaerumpent  
arbustacicadae（Ⅲ，328）「蝉の嘆き節で雑木林が震える」とある。しかし蝉  
といえば，プラトンの『パイドロス』の一節がどうしても耳に響いてくる。一  
寸と横道になるが引用しておこう。「プラタナスが亭々として大きくその枝を  
広げ，またアグナスの大木が鬱蒼と茂って，みごとな緑蔭をつくっている。  
枝々には今を盛りと花が咲きほこり，何と香ぐわしい香りをこの辺りに放って  
いることか。そしてまたプラタナスの下を演援と流れるこよなく美しい泉の水  
の冷たさが，浸した足に実に爽快に感じられる。……それにまた，ここを吹き  
ぬけていく風の何とよろこばしいこと。いかにも爽やかではないか。蝉たちの  
合唱にこだまして，夏らしく，冴えたひびきを立てている」。24  
14 Amaryllidis：第一歌の純情で貞淑なアマリリスとはこと違って，このアマ  
リリスはヒステリックで高慢な女。  
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tristis Amaryllidisiras：Amarillis，su11en rage，251es sombres coleres  
d，Amary11is，26denJahzornderAmaryllis，27lecollerestizzosediAmarilli，28し  
かし加加東を怒りにではなくアマリリスにかけるものもある。たとえばヴァ  
レリーの1es fureurs d，Amaryllisla sombre29ぁるいは1eire della trista  
Amarilli．30  
15 nonneMenalcan：nOnnePatiMenalcan……牧人メナ）L／カスはここでは単に  
その名が触れられるだけだが，第三歌，第五歌では，歌合戟の一方の当事者と  
して登場し，さらに第九歌ではウェルギリウス自身の面影を宿す詩人である。  
16 niger…Candidus：黒いというのは，日焼けして浅黒いということ。扇gβγ  
indiqueicides cheveux noirs，un teint basan色；Candidus un teint blanc，  
probablementceluid，unblond，OppOSeえunbrun．31田舎（黒）と都会（白）の  
対照。basane，parCequeC・estunpaysan，tandisqu，Alexisvientdelavi11e． 32   
es＄eS：tuSisと接続法現在ではなく，tueSSeSと接続法未完了過去であるの  
は，14行目のfuitとの時制の一致（concordancedestemps）故だとPlessiset  
Lejayは説明するが，33perretはこう解釈する。Lepr色t昌rits，explique－t－il  
Seulement parla concordance des temps？Ilpourrait etre plusimportant：nOn   
pastuesblanc，maistuetaisblanc（1ejourodjet’aientrevuetdontlesouvenir  
necessedemehanter）．34  
18 Albaligustracadunt，uaCCinianigraleguntur：Geymonatはこの詩句は1uogo  
comm。ne常套句，決まり文句に，違いないとする。35第十歌（38－9）にも似  
たくだりがある。quidtum，SifuscusAmyntas？etnigraeviolaesuntetvaccinia  
nigra「アミュンタスが浅黒いからといって一体何だ？スミレだって黒いし，  
ヒヤシンスも黒い」。ちなみに，第二歌同様十歌も，ガルスのリエコーリス  
（こち′らは女性だが）への不幸な恋，報われぬ愛をテーマとする。塙御伽抑：  
【perh．from LIGVSIA white－flowered shrub，prOb．privet．vaccinium：A dark－  
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flowered plant corresonding to the rpα打Td b血ルeOSL（grapta hyakinthos）of  
TheocrituslO・28（variouslyidentified，perh．anorchildorfritillary）．0．L．D．   
cadunt：花束や花輪を作るために摘まれることなく。  
19I）espectustibisum：despicio，ere，SPexi，SPectum（de十specio）の本義は「見  
おろす」tolook down upon，regarder d’en haut 例Iuppiter aethere summo  
despiciensmare「エビテルは天の上から海を見おろし」『アユネーイス』Ⅰ，  
223～4   
quisim：quis「誰であるか」ではなく qui「どんな人間か」。Quelques  
manuscrits d’ordreinf色rieur et quelques anciennes editions portent quis  
maisl’antrelecon estbienpref色rable；quisim，quelhommejesuis，eStpreCieu－  
s色mentdeveloppeparlesversquiviennentapres． 36  
20 diuesperoris：dives「豊かな」はここでは属格を取っているが，奪格を取  
ることもある。例，Optumdivesrex（オウデイウス），divestemplumdonis（リ  
ヴイウス）   
niuei．．．lactisabundans：abundans「豊富な」も又属格と共に奪格をも取る。  
例，Viaomniumrerumabundans（ネボス），abundansbellicislaudibus（キケ  
ロ）。nivei「雪のように白い」をセルウイ．ウスは，multi．．．1egunt‘niveiquam  
】actis’sed melius est’quam dives pecoris nivei，nam candidae ovesinlngenti  
suntpretio37と，「乳」より「家畜」にかけるべきだとするがいかがなものか。  
21二Mille meae Siculiserrantin montibus agnae：Siculis，Cette designation de  
lieuodsepasselasceneestlaconsequencedesimitationsdeTheocrite（さらに  
は，テオクリトスへのhommageのしるし），dontl，Eglogueestremplie．38『エ  
イデエッリア』ⅩⅠ，34に βoT‘主xi）Eαβ60KW（botachiliab6sk6），「僕は千頭  
の羊を飼っている」。er7unL cum securitate pascuntur．39Le mot（errard  
appartient alalangue des paysans：ilse ditdu betailqulpa壬tenlibeTte SanS   
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etreattache．40なおこの詩句に関して，クルチウスが述べている所が忘れ難い。  
彼は若い頃，偶々『牧歌』をひもといて，この個所に行き当る「その詩句は，  
これまで知らなかった幸福感で私の心を充たした。一我が子頭の子羊はシテ  
さすら リアの山々を放浪い行く－この言葉は魔法のように私の心を感動させました。  
当時はまだ一度もイタリアに行ったことがなかった。けれども不意に，南国の  
風景が眼前に展がりました。山々，羊の群れ，海の深い紺碧に向かって開ける  
展望」。41  
221acmihinonaestateno110m，nOnfrigorede且t：TUP∂sL∂’ob］8l7reE fL’oz；T’iリ  
eipE（ObT’ん6wd・Pgt）d xeEP＆”g＆KPa・（tyr6s d’ouleipeim’odt．en therei  
o也t，enop6raioucheim6nos畠kr6）「夏も秋も厳しい冬にも，僕にはチーズに事欠  
くことはない」『エイデエッリア』ⅩⅠ，36～7。セルウイウスは，年中チー  
ズを欠かさないことより，新鮮なミルクに事欠かないことの方がmultomelius  
で1audabile42だと言う。  
23 CantOquaeSOlitus：quaeSOlitusestcantare  
24 AmphionDirc記uSinActzeoAracynth0：アンピオンAFE¢ねりは，ゼウスと  
アンティオペーの子，山中に捨てられ，羊飼い達に育てられた。竪琴の名手と  
なり，テーパイの城壁は彼のかなでる美しい音色につれて，石がひとりでに動  
いて築かれたと伝えられる。なおヴァレリーに，これに材をとったmelodrame  
AMPHIONがある。Amphion，rOifondateurdeThebes；1afontainedeDircese  
trouvait pres de cette ville．L’Aracynthe est un mont situe entrela Beotie et  
l・Atique；Orl▼Acteetaitl，anciennomdel・Attique．43  
25 Necsumadeoinfbrmis：Adeo，会CepOint，aupOintdenepouvoirplaire；ilva  
memedirequ，ilestaussibeauqueDaphnisチ4Kαirdpeヮuod∂，el∂096xa”α椚毎，  
ゐ9FLeliroLTTE（Kaigarthenoud’eidosech6kak6n，6smelegonti）「そ和こ僕は  
人が言うほどそんなに醜くはない」『エイデエッリア』Ⅵ，34  
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25～26 nupermeinlitoreuidi，Cumplacidumuentisstaretmare：智rdp7rPゐ  
i9方んTOリiqiβle汀OU，亭9∂占ra］血α（丘gぇr pr会n es p6nton es色blepon，eS de  
gal如a）「ついこの間，凪いだ海に自分を映してみた」『エイデエッリア』Ⅵ，  
35 肌細けね，手段を表す奪格，風には波を荒立てるだけではなく，又それを静  
める力もあったとされていた。45この詩句に関するセルウイウスの注が面白い  
ので少し引用しておく。INLITORE VIDICVM P．V．S．M．negatur hoc per   
rerumnaturampossefieri；SedTheocritumsecutusest，quihocdicitdeCyclope．   
Sedillic est excusatio，Velquiaingentem habet oculum Cyclops，Velquia filius  
Neptuniest．46plessisetLejayはしかし，地中海では姿を映し見ることもあな  
がち不可能とは言えないとし，47さらにRatは，Peut－etred，aiueursVirgi1e，  
queTheocriteentra壬ne，tranSpOrte－t－ilicidanslamer deSicile，uneSCenequia  
eulieudanslelacdeMantoue．48  
26 Daphim：ダプニス舶ゆ明はシシリアの羊飼い。きわめて美しく又卓越  
した歌の才を持ち，牧歌の創始者とされる。第五歌はこのダブニスに捧げられ  
ている。  
28 sordidarura：SOrdidusは「きたない，粗末な，いやしい」などといった意  
の形容詞だが，「田舎」という語にはいささかそのような含意もあるので，単  
に「田舎」と訳した。諸訳を少々，Ourrudefields，49theroughcountryside，50  
1acampagnemiserable，51unepauvrecampagne，52monpauvrevillage，53レクラ  
ム版の独訳は単にaufdemLande，54lerozzecampagne． 55  
30 uiridicompellerehibi靴0‥hibiscum，（prob．）Marshmallow（湿地のアオイ科  
の植物）0．L．D．MauriceRatの注釈には，L’hibisusestunesorte demauve   
tres haute，la guimauve dontla tige servaitえfabr・iquer des houlettes etdivers  
objetsrustiques．56とあり，第十歌71の詩句を引用している，graCilifiscellam  
texithibisco「細い葵の茎で小さな篭を編む」。ViridihibiscoEj：，与格か奪格か  
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意見の分かれる所である。たとえばセルウイウスは，adhibiscumcompellere  
と与格ととる57が，Colemanは手段・道具を示す奪格であるとする。すなわち  
withagreenmarshmallowswitch．Thetoughmallowrusheswerepliantenough  
to be used for baskets and the flowering stem，Which grows to upwards of a   
metre，WOuld also make a supple switch，eSpeCially whenit was fresh－Cut  
（viridi），58諸訳も又二つに別れる。与格派は，tOthegreenmallows，59versla  
mauveverdoyante，60verslaverteguimauve，61ingr血endenEibish，62alverde  
ibisco，63a11apasturadellaverdemalva．64一方奪格派は，Withgreenhibiscus， 65  
withagreenmarsh－ma1lowswitch，66acoupsderameauvert，67mitRutenvon  
Eibish．68訳注者は，「一本の緑色の葵のムチで」と解した方が，イメージが鮮  
烈だと思う。9行目の「緑色のトカゲ」と共に，しなやかに緑色の茎のムチは，  
一篇の詩にあざやかな，清新な色を点じている。  
31Pana；パーン〝血は，アルカディアの牧神。毛深くて角を生やし，山羊  
のようなひづめのある脚で山野をかけめぐる。音楽を好み，自ら発明した葦の  
茎を合せた笛（シューリンクス）をいつもたずさえている。   
33 0uisouiumque：Eleganterepetitionquievitel’emploidupronomearum・  
34 Nectepaeniteatcalamotriuisselabellum：trivisseはtero，ere，trivi，tritumの  
完了形不定法。trivisseis either perfect or morelikely aoristic－preSentin  
meaning．701abrum「唇」の縮少辞Iabe11umに関しては，labellum：the  
diminutive，though perhapslitera11y appropriate for the boy，has emotive  
c。nn。tati。nS。ftenderaffecti。n．71cartaultはこの34行目の詩句はきわめて繊  
細なものでありtresgalantだと言う。71abellumの諸訳は，yOurlip，73your  
delicatelip，74talebre，75talebremignonne，76talebretendre，77dieLippe，78il  
t。。1abruzz。（さすがに縮少辞の異常に？発達したイタリア語），79ilsoave  
labbro80  
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35 quidnonfaciebatAmyntas？：アミンタスはコリュドンと同じく音楽の好き  
な羊飼い。Jbciebat，1，imparfaiticiemployeparcequelefaitn，estpasancien．81  
37 負s血1a：ル由血は「管，パイプ」が本義だが，ここではもちろんa  
Shepherd’spipe，pipesofPan，Syrinx；flOtedePan．   
Dam¢etaS：やはり羊飼い。コリュドンの先輩で笛の名手。同名の牧人は第三  
歌では，メナルカス相手に歌合戦をする。   
donoTrLihi：二重与格。Certainsverbessontaccompagnesdedeuxdatifs：l’un，  
de destination（en vue de quoi？）ou de rbsultat（aboutissant a quoi？），1’autre，  
d7ntelet＆ourquiV．5u Militesauxiliourbimisit．Hocerittibidolori．82  
38 secundum：Secundumnedesignepasseulementunordredesuccessiondans  
laproprietedel・instrument，maissansdouteaussiunequalited，excellence． 83   
dixit…dixit（39）：dixitと二度くり返すのはダモユタスの言葉にいっそうの  
重きを与えるものだが，他方37～9のわずか3行の詩句でDamoetas（37），  
Damoetas（39），dixit（38），dixit（39）とくり返すのは，コリュドンの稚気を  
示す。さらにColemanの言葉を借りれば，the colloquialnaivety of the  
84  immediaterepetitionoftheverbunderlinesCorydon’sprideinhismusic．   
40 neetutamihiualle：コリュドンが危険を冒してまで捕らえたことは，二頭  
の子鹿に一段と価値を与える。   
4l capreoli：CaPreolus［CAPREA＋一OLVS】，the youngoftheroe－deer．0．L．D．  
ノロジカ［ヨーロッパ・アジア産の敏速・優美な小型の鹿］『新英和大辞典』  
研究社  
sparsis etiam nunc pe11ibusalbo：Parce qu’ils sont toutjeunes：1e pelage des   
Chevreuils porteえIeur naissance des taches blanches，quidisparaissent vers  
l・agedesixmois．85  
42 binadiesiccantouisubera：binaをuberaにかかるととるか，それともdie  
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にかかるとするのか解釈が分かれる。前者は例えば，（they）draindailytwo  
ewe－udders．86chaqnejour，ilstarissentdeuxmamellesdebrebis．87Illeurfaut  
chaqnejourdeuxmamellesdelait．88chaqnejourilstarissentlesdeuxpisd，une  
brebis．89prosciuganotuttiigiorniduemammelledipecora．90後者は，draina  
ewe，sudderstwiceaday．91Twiceadaytheysucktheirewedry．92duevolteal  
giorno succianole poppe diuna pecora．93zweimalam Tage saugen des  
MutterschafsEutersieleer．94なおsiccant「空にする」は，子鹿の健康と生命  
力を明示するものだとCartaultは記している。95  
44 etfaciet：andshewilldoso；etellelefera．Etainsiplaceajouteausensdu  
verbeceluidelamenace，enunissantcettepropositionえIaprecederte．96  
45～55：Hucades「ここにおいで」と，アレクシスへの呼びかけで始まるこの  
一節に於いて，詩は最高の高まりを示す。前節でコリュドンは現実の田舎生活  
の魅力をいろいろと述べ立てたが，いきなり我々はここで，美しく香り高い  
花々に満ちた夢の世界に突入する。   
46 ecce：eCCeanimelaphrase etmetsousles yeuxlepetittableau qu’imagine  
Corydon．97   
Nymphae：りナ坤九α（リd〃函）は山，森，草原，泉等の精，若く美しい女性  
と見なされていた。Semi・divinefemalespiritofnature，   
calathis：Calathus（HdlαeOg）designe tant6t une corbeille，tant6t un vase；  
1，unetl，autreayantsansdouteunememeforme，eVaS色eparunhaut． 98   
eandidaⅣais：肋血または肋ぬざ（リαを，川ゐぐ）は泉や川のニンフ。Cα抑d五d那は  
bright，radiart等が本義だが，そこから派生して0．L．D．は，人や神がfair－  
skinned，fair（usu．implying beauty）の意とし，Candida Dido，Venus…dea  
candida（『アユネーイス』V，571，Ⅶ，608）等の例を引いている。  
47 pa11entis uioias：Thenamegiven toseveralspringflowers（0．L．D．）．on  
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s7est demand仝sic，色taient desgiroflees（ニオイアラセイトウ）ou des  
primeveres（桜草）；1esunesetlesautresfleurissentavantlespavots（ケシ）；  
pourquoineseraient－CepaStOutSimplementdesviolettes（スミレ）？Ilyena  
depえ1escommedefoncees；ilyenamemedeblanches・ 99   
summapapauera：ケシはひょろりと茎が長いためその花の部分をsummusと  
言ったのか。諸訳も様々である。pOppy．heads，100poppy－CreStS，101lespavotsen  
tiges，1021espavotssuperbes，103despavotshautsperches，104pavots，105ilcolmodes  
papaveri，1耶altipapaverl，1piBbeipapaveri，108BlntendesMohns，109vomMohn                   ．107・  
11u  die色ppigenBlumen   
48 anethi：prObablementlefenoui1111（菌香）colemanはこれをdill「イノン  
ド」とする。‘Dill’was a common garden herbin antiquity，uSedin garlands  
1l2 
andincooking．Itssmallyellowflowers appearinmidsummer．   
49 casia：Anaromaticshrub，perh．mezereon（洋種沈丁花）ormarjoram（マ  
ヨラナ，はっかに似た薬用・料理用植物）0．L．D．  
50 mo11ia．．．uaccinia：mOlliaはvacciniaにかかる。VaCCinia6j：18行目に既出。   
mollia whichindroduces a tactile elementinto theimageryimplies a contrast  
withthefirmbunchedpatalsofthemarigold．113一方Saint－Denisは，ヒアシン  
スの濃く暗い色の花はキンセンカの鮮やかな黄色を引立てると述べている。114  
1uteola．．．calta：Calt〝りaは英語のmarigold，仏語のsouci，すなわち「キンセ  
ンカ」。念のため49～50行目の花名の格を示しておけば，CaSia，aliissuavibus  
herbis，1uteolacalta，の三者は手段・道具の奪格。mOlliavacciniaが村椿。   
pingit：「措く」の意から，ここでは「美化する，引き立てる」。  
5l～54：1egam，addam，erit，Carpamと未来形が続くのに注意。  
5l cana．．．teneralanguine male：セルウイウスのmala dicit Cydonea，quae  
languinisplenasuntを引用して，Saint－Denisはウェルギリウスのエレガント  
48   
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なperiphraseはcoingsすなわちマルメロを指すとする。115  
52 castaneasque nuces：nuX etantle nom generique des fruits畠amande，1es  
ch急taignessontuneespecedenuces，116栗とくるみ，ではなく栗の実。  
53 cereapruna；蝋色の，つまり黄色の李はもっとも珍重された。  
541auri．．．myrte：Themyrtle（天人花）wassacredtoVenusasthebay（月桂  
樹）wastoApo1lo．Thecombinationofthetworepresentstheunionofloveand  
muSIC．  
l17   
56 Rusticu眉eS，Corydon：突然の転調，コリュドンは夢想から再び現実に引き  
戻され，「お前は愚かな田舎者にすぎない」と自分に呼びかける。γ鉦5如祝ぶ   
is sharply contr・aSted with urbanusin both senses：‘a country－dwe11er’and‘a  
boor，．u8  
57 certes…COneedat：共に接続法現在。単に仮定の事柄。  
Iollas：2行目のdominusと同一人物。アレクシスの，そしてあるいは又コ  
リュドンの主人。イオラスの名は第三歌．（76，79）にも登場するム  
58 Eheu！：heuと同じ。苦痛，悲痛を表す間投詞。eheu仲e勅memiserwm，ah！  
malheureuxqueJeSuis．  
58～59 FloribusAustrum／perditusetliquidisimmisifbntibusapros：（Egoamore）  
perditus，immisiAustrumfloribuset（immisi）aprosliquidisfontibus．austerは  
南風，とりわけ北アフリカから地中海を越えて，南ヨーロッパに吹く熱風，イ  
タリア語のシロッコscirocco．   
60 demens：（de，menS）outofone’smind，SenSeless；privederaison，insens色．  
61Dardanius：dardanius，Of or descended from Dardanus（a son of Zeus and   
Electra who founded．Dardaniain the Troad，an anCeStOr Of Priam），．Of or   
belongingtoTroy，Trojan．0．L．D．   
PaFis：パリス打和明はトロイアの王プリアモスの子。赤児の時イーデー山  
49   
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中に捨てられ，5日間熊によって育てられた。また羊飼いたちに拾われて育て  
られたとも言われる。   
Pallas：パラス〝α㍊如 はアテーナ一女神の別名。アテーナーはもちろん，  
アテネのアクロポリスの女神。Elleetaitconsider畠ecommelaprotectricedes  
villesfortifiees．119  
62 eolat：願望を示す接続法。  
nobis：NobisProbablementPourmihi；Oupeut－etre：（（Ånousautres，bergers〉〉．  
63～65 Torvaleaenalupum sequitur，1up11Sipse capellam；fbrentem cytisum  
sequiturlasciuacape11a，／teCoryon，OAlexi：‘AαぎE T＆L｝KJTJqOL，，d］t；KOg T血αlrα  
8EdK∈E，／dripαリOg T（簑poTPOy●ird∂’i汀ITiリFLEFL血wα‘．（Haaixtえnk9tison，ho  
lykostえnha壬gadi6kei，／hageranost6rotron；eg6d’epitinmem如Iemai．）「山羊は  
うまこやしすき 首荷を，狼は山羊を追いかけ，鶴は肇の後を追う。そして僕は君に夢中だ」  
『エイデエッリア』Ⅹ，30～1  
631eaena：男性形はIeo（liwリ），女性形は1eaまたは1eaena．Thechoiceof   
thefemininemaybemetrical，Since toruluSleowouldbelesstractable；butitalso  
contributestothechiasticgenderpattern：leaena，luPwm，luPus，CaPellam． 121  
66 Aspice…：Corydon s’adresseえ1ui－meme et marqnele contraste entrela  
112  paixetlereposquiregnentpartout，etletroubledesoncceur．   
67 solere5eentisdecedensduplicatumbras：第二歌もまた夕刻の訪れと共に詩  
は閉じられる。第一歌の最終行は，maioresque cadunt altis de montibus  
umbrae「高い山から落ちる日影がだんだん大きく伸びてきた」。  
68 adsit：可能性を表す接続法。adsit＝pOteStadesse  
69 A！Corydon，Corydon，quaetedem？ntiacepit？：dK6K］w4K血Idゆ，打タTd9  
如iリαgよK汀e汀6TαqαE；（6K9k16psKyk16ps，pa壬tasphrenasekpep6tasai？）「あ  
あ，キュクローブス，キュクローブス，お前の理性はどこに飛び去ったのか？」  
50   
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『エイデュツリア』ⅩⅠ，72  
70 Semiputatatibifrondosauitisinulmoest：ニレはブドウの支柱（添え木）。  
L’ormeau servait（et sert encore）de tuteur alavigne；On mariaitla vigne a  
l’ormeau・Maisilfallaittaillerla vigne，etauSSil，ormeau，pOur qu，iln，etouffat  
pasla vigne．Trait de r’ealite g色orgique quis’ajoute，COmme Celuides v．66  
（Charrue）etlO（moisson），aupaySagebucolique．123  
71Quintualiquidsaltempotius，quOrumindigetusus：quin，Whynot？pourquoi  
ne pas？saltem「少くとも」はaliquidにかかる。aliquid（eontm）quorum  
indigetusus．  
7ト72：甲斐ない思いにふけらないで有益なことをなせと，正気に返れと，テ  
オクリストスは『エイデエッリア』Ⅹ73”5でおよそ次のように言う。「篭を  
編んだり，子羊のために新芽を摘んだ方が，はるかにまともなことだろう」。  
73Inveniesalium…Alexim‥ ミリP叩e～9rαスdTe‘αト拍明月α～斤αん払ル，㌫此肌  
（heyrese‡sGalateianis6skaikallion良11an．）「多分もっときれいなガラティアを  
見つけるだろう」『エイデエッリア』ⅩⅠ，76  
?????
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